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 「日本の草原特有の生物が多く生息している 

極めて高い学術的価値を持つ草原」  

 

「関東平野で保全すべき草地を一か所挙げると 
すれば、この地域から選ばれる」   

 

「関東平野一帯を見渡しても、これほど 

生物相の豊かな里山環境はほとんど残されていない」  

 

「今後の都市域における生物多様性保全のモデル 
にもなるのではないか」  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全国の専門家からも注目される原っぱ 



千葉ニュータウン21住区 
 開発用地 

亀成川 

「そうふけっぱら」とニュータウン開発用地 

そうふけっぱら 

印西牧の原駅 



千葉ニュータウン開発計画 

 1966年に開始 

 千葉県企業庁とUR都市機構の事業 

 法律に基づく事業（新住宅市街地開発法） 

 50年の間に、中断や事業縮小が相次いだ 

 H25年で完了。あと5年で用地を処分。 



半世紀ぶりに進む開発工事 

2012年から開発が急ピッチで再開 
※企業庁はH27年度末に解体され、URはH30年に撤退予定 

※多額の負債。国から「負債を減らせ」と強く迫られている 

※古くから始まっている事業なので、環境アセス調査は適用範囲外です 

 



そうふけっぱらはなぜ「奇跡」か 



広い草原が残って 

いることが、奇跡 

なぜ「奇跡」か？ 



姿を消す 原っぱ 
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日本の草原の面積推移（万ha)

小椋純一（2006）「日本の草地面積の変遷」京都精華大学紀要30：160-172 



なぜ原っぱが危機に？ 

 原っぱは「人の利用」により維持されてきた環境 

安定した状態での遷移 

台風・地滑り・洪水・山火事・噴火 

衰退の主な要因 

1. 伝統的な利用・管理の停止 

2. 開発による破壊 

3. 外来種の侵入 



種名 

キキョウ 

フジバカマ 

オミナエシ 

カワラナデシコ 

ススキ 

クズ 

ハギ（総称） 

参照元：ウェブサイト「日本のレッドデータ 検索システム」 (2008) 

環境省RDBランク 絶滅危惧種となっている県数 

絶滅危惧Ⅱ類 43 

準絶滅危惧          30 （他6県で絶滅） 

- 17 

- 7 

- - 

- - 

- - 

秋の七草･･･草地をすみかとする生き物 

姿を消す原っぱの生きもの 



日本での絶滅危惧種の割合 

環境省レッドリストより 

・かつての「普通種」の多くが絶滅の危機に 



開発計画があった 

から草原が残された 

なぜ「奇跡」か？ 



ニュータウン計画が奇跡を起こした！？ 

 ニュータウンの開発予定地 

 ⇒開発が中断したことで市街化をまぬがれてきた 

 ⇒定期的に草刈りがされ、草原のまま維持された 

全てが「偶然」だが、他では絶対に無い条件 



1000年以上つづく草原 

下総の牧 

久留島浩編「シリーズ近世の身分的周縁5 支配をささえる人々」より 



日本から失われつつある「原風景」が残っています 



そうふけっぱらの自然環境の価値 



千葉県のキツネ 

千葉県ではBランク（重要保護生物）に掲載 

 ⇒B:「放置すれば著しい個体数の減少は避けられず、将来
Aランク（絶滅寸前）への移行が必至」 



豊かな生態系ピラミッドが存在する 

キツネが普通に見られる 

7種類のタカ・フクロウの仲間が見られる 



そうふけっぱら周辺の 豊かな生物多様性 

830種以上の動植物 
 関東の1/4、印西市の8割の草地性植物がみられる 

多数の絶滅危惧種 
 環境省指定24種、千葉県指定109種 

 

「亀成川源流部の生物多様性評価レポート」日本自然保護協会(2012) 



草原を含む、多様で広大な自然環境 



過去の造成によって粘土層露出？ 

           ↓ 

夏でも草がまばらな特殊な草原 

ニュータウン計画が奇跡を起こした！？ 



どちらかというと 
現環境維持 
 

31.8％ 

環境を維持 

34.4％ 

印西市 都市マス改訂の際の市民アンケート調査結果より 
作図：亀成川を愛する会 

開発発展 
11.1％ 

どちらかというと 
開発発展 
13.2％ 

どちらともいえない 
  5.9% 

印西市民の街づくりへの意識 


